
書式第12号（法第28条関係）

事業報
生
ロ 用

平成30年度 事業報告書

特定非営利活動法人 アイセック・ジャパン

1 事業の成果

特定非営利活動法人アイセック・ジャパンでは、次世代を担う若者に対して、異文化や実社会と接す

る機会の提供を重視した事業を行うことにより、国際性および社会性を兼ね備えた人材を育成すること

を目的とし、また、その人材が主体性を持って将来的に国際社会に貢献する事で、社会全体の利益の増

進に寄与することを目的としています。 （定款第3条）

2事業の実施に関する事項

（1）特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 19,787 】千円）

（2）その他の事業

特定非営利活動法人アイセック・ジャパンではその他の事業は行っておりません。

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所 電蓄
受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

壱謡

海外研修生

受入事業

異文化理解と実社会体験

を目的とし、学生に対し

て海外での実務経験を提

供する為に、海外の学生

を研修生として日本の企

業や非営利組織において

受け入れます。

通年

北海道

仙台

関東

名古屋

関西

広島

大分

479人

海外研修

参加者

および

実施場所

の地域

コミュニ
一

ブイ

参加者

118人
9,798

海外研修生

送出事業

異文化理解と実社会体験

を目的とし、学生に対し

て海外での実務経験を提

供する為に、 日本の学生

を研修生として海外の企

業や非営利組織に対し送

り出します。

通年

北海道

仙台

関東

名古屋

関西

広島

大分

472人

海外研修

参加者

および

実施場所

の地域

コミュー
ー

一

ブイ

参加者

168人
9,258

第3条の

目的を達成

するための

教育、啓蒙に

必要な

セミナー事業

高校生が自身のキャリア

を考えるきっかけを提供

することを目的とし､高校

に出向き授業の時間にワ

ークショップを行います。

通年

関東

名古屋

関西

広島

54人
授業

参加者

参加者

1,274人
731



「菫~蘂~霧~吾~司
書式第13号（法第28条関係）

平成30年度活動計算書（その他事業が垂上_1場合）
特定非営利活動法人アイセック・ジャパン

(単位：円）

科 目 金 額 小計・合計

【A】 経常収益

1会員団体からの収入

年会費収入

負担金収入

2賛助金・寄付金収入

賛助会員会費収入

寄付金収入

企画賛助収入

3受取助成金等

4事業収入

海外研修生受入事業収入

海外研修生送出寧業収入

5その他の収益

基本財産運用収入

雑収入

経常収益計

2,500,000

6，890， 165

3,350,000

1,494,500

3，373， 157

４
８
649．568

330，000

807

2，697，642

9.390. 165

8,217.657

0

12,979,568

2,698,449

33,285.839

【E }】 経常費用

1 事業費

（1）人件費

（2）その他経費

研修生受入事業委託費

研修生送出事業委託費

旅費交通費

施設使用料

会議費

委託費

諸謝金

消耗品費

通信運搬費

会員加盟費

雑費

事集費計

経常費用計

2,940,000

3,280,000

6,601,921

482, 152

1,442,419

3,891,650

47， 126

32，078

860,575

100,000

109，860

3,002,250

353，720

2,222,618

1,558,373

36，804

532，635

728，565

129,060

357， 187

2，378，946

4,480,475

319,444

52,670

0

19,787.781

19,787.781

0

16，152．747

16, 152,747

35.940.528

当期経常増減額 【A】－【B】 ・ ・ ・① -2．654．689

【C】 経常外収益 0

【D】 経常外費用 0

当期経常外増減額 【C】－【D】 ・ ・ ・② 0

税 引前当期正味財産増減額①＋② ・ ・ ・③

法人税、住民税及び事業税 ・ ・ ・④
誌堀土品姉寺亡r塗日介在鐙 ． ． 、 イ魚

次期繰越正味財産額③－④＋⑤

-2.654.689

繍繍瀧鰯繍柵 ”0""：
》
●
●
”
●
▲ 25,436,150



書式第15号（法第28条関係）
事業報告用

平成30年度貸借対照表
特定非営利活動法人アイセック・ジャパン

科 目 金 額 小計・合計

【A】 資産の部

流動資産合計 ・ ・ ・①

2固定費産

固定

（1）有形固定資産

（2）無形固定資産

（3）投資その他の資産

保証金

基本金引当預金

栖立金引当預金

資産合計 ・ ・ ・②

17

１
１

650

774

130

819

449

000

872，856

3,000,000

4，500，000

20,555,268

20,555,268

0

0

8,372,856

8,372,856

【A】資産合計①＋② 28．928． 124

【B

’
－1】 負

1流動負債

未払金

預り金

【 の部

流動負債合計 ・ ・ ・③

2固定負債

固定負債合計 ・ ・ ・④

負債合計③＋④

1,357,307

2, 134,667

3.491.974

3.491.974

0

3.491.974

【 B－2】 正味財産の部

｜ 前期繰越正味財産額
当期正味財産増減額

正味財産合計

28．090．839

－2．654，689

25,436, 150

【B】 負債及び正味財産合計 【B－1】＋【B－2】 28.928. 124



書式第16号（法第28条関係）

事業報告用平成30年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人アイセック
●｡●●旬争●巳●●○・争争■●、●◆●●◆、●●G●●●●｡●●●●●●●●由｡｡■■■由■■■■■■■■●■■■■■■■■■⑧1

ジャパン
■●●｡●●｡◆｡●●e号●●e●ee

1． 重要な会計方針

計算書類の作成は、公益法人会計基準によっています。

（ 1 ） 棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産はありません。

(2) 固定資産の減価償却の方法

減価償却は行っていません。

<3） 引当金の計上基準

・鶏本金引当預金，積立金引当預金

双方、定期預金の残高を計上しています。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

物的サービスは受けていません。

(5) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています

2． 事業別損益の状況

(単位：円）

3． 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

物的サービスの受入は行っていません。

科目
海外研修生

受入事業

０
０
８
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０

海外研修生

送出事業

－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

第3条の目的を

達成するための

教育、啓蒙に

|必要なセミナー
I 事業

事業部門計 管理部門 合計

I 経常収益

1 ． 会員団体からの収入

2． 賛助金・寄付金収入

3． 受取助成金等

4． 事業収入

5． その他の収入

経常収益計

Ⅱ経常費用

( 1 ) 人件費

(2) その他経費

事業委託費

旅費交通費

施設使用料

会議費

委託費

諸謝金

消耗品費

什器備品費

通信運搬費

光熱水料費

会員加盟費

賃借料

国外事務局への費用

支払手数料

雑費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

4,649,568

4,649,568

0

2,940,000

3,200,000

721,210

2,090,000

32,078

660,000

100,000

54,930

9,798,218

9,798,218

▲5,148,650

8,330,000

8,330,000 0

０
１
２
６

２
５
２

201,9

482, 1

47， 1

０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
△
０
８
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
９
■

0

3,280,000

3,200,000

721,209

1,801,650

200,575

54,930

9,258,364
１
０
日 731． 199
■

9,258,3641 731, 199

▲928,3641 ▲731, 199

12,979,568

12,979,568

0

6,220,000

6,601,921

482， 152

1，442，419

3,891,650

47， 126

32，078

860,575

100,000

109,860

19，787，781

19，787，781

▲6,808,213

9,390, 165

8,217,657

2,698,449

20,306,271

0

3,002,250

353,720

2,222,618

1,558,373

36,804

532,635

728,565

129,060

357, 187

2,378,946

4,480,475

319，444

52，670

16，152 747

16,152 747

4．153 524

9，390， 165

8，217，657

0

12,979,568

2,698,449

33,285,839

0

6,220,000

9，604， 171

835,872

3,665,037

5,450,023

83,930

564,713

728,565

989,635

357, 187

100,000

2,378,946

4,480,475

319，444

162，530

35,940,528

35,940,528

▲2,654,689



4． 使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等はありません。

5． 固定資産の増減内訳

固定資産の増減はありません。

6． 借入金の増減内訳

借入金の増減はありません。

7． 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引はありません。

その他特定非営利活励法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な鄭項

事業饗と管理費の按分方法

事業饗・管理饗両方に該当する賢用はありません。

8

その他の事業に係る資産の状況

その他の事業は行っていません。



｢菫~蘂一報~害~南1
書式第17号（法第28条関係）

平成30年度財産目録
特定非営利活動法人アイセック・ジャパン

科 目 金 額 小 計 合 計

【A】 資産の部

流動資産合計 ・ ・ ・①

2固定資産

（1）有形固定資産

（2）無形固定資産

（3）投資その他の資産

保証金

現事務所の敷金（東京都新宿区新小川町

旧事務所の敷金

基本金引当預金

積立金引当預金

問宝資産合計 ・ ・ ・②

10,978

5, 191,336

9,691,627

609，358

1,977,602

8

169,900

10

542，856

330．000

17,650,819

1.774.449

1． 130．000

20,555,268

0

0

8,372,856

872，856

3,000,000

4，500，000

8,372,856

【A】資産合計①＋② 28，928， 124

【I 1－1】 負債の部

1流動負債

預り金

流動負債合計 ・ ・ ・③

2固定負債

悶宝負債合計 ・ ・ ・④

0

1.357.307

2. 134.667

3，491，974

0

【B－1】負債合計③＋④ 3．491．974

【B－2】正味財産合計 【A】一【B－1】 25,436,150



書式第18号（法第28条関係）

事業報
生
目 用

平成30年度年間役員名簿 （前事粟年度において役員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前駆粟年度における報酬の有無を妃駁した名簿）

特定非営利活動法人 アイセック・ジャパン

1 確認事項（法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください｡）

図以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 （法第20条関係）

図各役員について、親族の規定に違反していません。 （法第21条関係）

2役員一覧

役名
どちらかに○

(フリガナ）

氏 名
住所又は居所

前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた

期間

(該当者のみに記入）

1 、 ･監事

カガミシゲオ
■●ー●●再一凸面ーH●●F■●両●ー●｡■●q●凸■｡●■勺台師●守呵｡●ｰ■■吋●寺■■●酌一●U■■一面

各務茂夫

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

2 、 ･監事

マツヅカユカリ

松塚ゆかり

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

3 、 ･監事

エナツイクタロウ

江夏幾多郎

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

4 ⑳ ･監事

スギヤマヤスオ

椙山泰生

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

5 、 ･監事

ヨネダクニヒコ

米田邦彦

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

6 、 ･監事

イトウトモアキ

伊藤友章

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

7 ⑳ ･監事

キクチマサオ

菊地端夫

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

8 ⑳ ･監事

マキハラヒロヤ

牧原宙哉

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

9 、 ･監事

イツノサキ

伊津野咲

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。

10 理事．、
ツジマサオ

0曲●ｰ■輔申bC①■も■■①師｡C申。稗や申C■｡C旬。■C■一■凸昏両●e■③●ー●●■｡‐再●ー●④再写③P恥

辻正雄

2018年4月 1日
～

2019年3月 31日

報酬は受けており

ません。



設立・事業報告用
書式第4号（法第10条・第28条関係）

麹
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氏 名 住所又は居所

1
北海道委員会

会長伊藤友章

2
仙台委員会

会長金煕珍

3
青山学院大学委員会
会長岩田伸人

4
中央大学委員会

会長増田桂子

5
一橋大学委員会
会長西野史子

6
上智大学委員会

会長近藤広紀

7
慶應義塾大学委員会

会長太田康広

8
明治大学委員会
会長牛丸元

9
慶應湘南藤沢委員会
会長琴坂将広

10
立教大学委員会
会長青渕正幸

11
筑波大学委員会

会長白川直樹

12
東京大学委員会

会長藤本隆宏

13
早稲田大学委員会
会長横田一彦

14
名古屋大学委員会

会長江夏幾多郎



15
名古屋市立大学委員会
会長板倉健

16
南山大学委員会
会長南川和充

17
同志社大学委員会

会長谷村智輝

18
神戸大学委員会

会長木村晴彦

19
関西学院大学委員会
会長藤沢武史

20
京都大学委員会
会長椙山泰生

21
大阪市立大学委員会
会長川村尚也

22
大阪大学委員会
会長中川功一

23
滋賀大学委員会
会長宮西賢次

24
広島委員会

会長米田邦彦

25

立命館アジア太平洋大学

委員会

会長須藤智徳


